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　８）　開口部上側

１－２３　各部の基本納まり図

スペーサー０５

両面防水テープ

片ハットジョイナー１０

モエン１４㎜

釘打ち施工
モエン１６㎜以上

胴縁下地金具施工

モエン１６㎜以上

通気金具施工

　 ①片ハットジョイナー納め

　 ●開口部の上側は、モエンの裏側に十分な通気路を確保

　 　 することで、万が一、浸入した雨水を左右に流動させるこ

　 　 とと、通気の循環を目的としています。その通気路を確保

　 　 する方法として、片ハットジョイナーを下図のように取り

　 　 付けてください。この納め方の場合は、モエン開口水抜き

　 　 部材Ⅱ（ＦＣ２００）は使用しません。

モエン１６㎜以上

胴縁下地金具施工

片ハットジョイナー０３ 片ハットジョイナー１０ 片ハットジョイナー１７

　 ②モエン開口水抜き部材を使用する場合

　 ●開口上部に、万が一通気層へ浸入し滞留してしまった雨水や結露水などを排水することができるように、

　 　 モエン開口水抜き部材Ⅱを取り付けます。なお、軒の出が少ない、またはない建物や、地域・環境によって

　 　 強い風の影響を受ける建物は、①シーリング納め（片ハットジョイナー）としてください。
　　

500㎜未満の場合

０ヶ所（必要なし）

未満

500㎜から900㎜の場合２ヶ所

900㎜を超える場合、＠900㎜以下で必要数を算定

500～

サッシ枠上部

水抜き部材

＠900以下 ＠900以下

〈モエン開口水抜き部材Ⅱ（ＦＣ２００）の取付位置〉

開口部正面図

ニチハシーリング

モエン開口

水抜き部材Ⅱ

サッシ

モエン開口水抜き部材Ⅱ上部

の隙間にもシーリングを充填し

ます。

　　※モエン開口水抜き部材Ⅱの背面には浸入水や結露水の排水を妨げないようにするため、片ハットジョイナーまたはバックアップ材を

　　　 取り付けないでください。

　　※モエン開口水抜き部材Ⅱのフラップ部周囲に、開閉に支障をきたす異物（鳥のフンなど）が付着した場合は、洗い流すなどして取り除

　　　 きます。

　　※モエン開口水抜き部材Ⅱは、取り付け面の傾斜が大きい（目安5°）とフラップ下端が開いた状態になりますので、ご注意ください。

　　※1時間準耐火構造が必要な場合は片ハットジョイナーとしてください。

V溝

※部材両端のハネ部分が納まり上

　 支障のある場合、ハネ部分をV溝

　 に沿って切断してください。　

モエン開口水抜き部材Ⅱ

（ＦＣ２００）の取り付け片ハットジョイナーの場合

モエン開口水抜き部材Ⅱ

バックアップ材（奥まで充填しない）
バックアップ材

（モエン開口水抜き部材Ⅱの背面には取り付けない）

モエン開口

水抜き部材Ⅱ

バックアップ材の場合

両面防水テープ

※雨漏れを防ぐため必ず

　 開口部全周に施工します
　

両面防水テープ

※雨漏れを防ぐため必ず

　 開口部全周に施工します
　

片ハットジョイナー

（モエン開口水抜き部材Ⅱの背面には取り付けない）
モエン開口水抜き部材Ⅱ

補助胴縁

　６）　出隅部

　 ⑥カバー出隅

　 ●防水のため必ず鋼板を捨て張りします。

　 ●カバー出隅はモエン本体にビス留めします。

　 ●金具施工にカバー出隅を用いる場合、勝ち側のモエンの端部を横ずれ防止のため釘打ちしてください。

　 　 （幅方向３本留め）

ズレ防止の釘打ち

10

鋼板捨て張り

シーリングの接着不足・切れなど不具合の原因となります。

出隅の三角シーリング施工

カバー出隅・シーリング目地などが変形し、不具合の原因となります。

ズレ防止の釘打ちがない施工

　 ⑦鈍角出隅

　 ●防水のため必ず鋼板を捨て張りします。

　 ●端部の突き付け施工、および三角シーリング施工は行わないでください。

２㎜を超える段差が発生した下地への施工

不陸によるゆがみが発生し

不具合の原因となります。

2以上

　 ⑧鉄骨下地の不陸について

　 ●鉄骨下地の不陸に十分注意してください。（２㎜を超える不陸には施工できません。）

　 ●鉄骨厚が３．２㎜以上になると、ビスの留め付けに手間がかかり、施工精度にも影響します。

禁 止

バックアップ材

禁 止

禁 止

　 ●サッシは、モエンの厚み、施工方法、胴縁の厚みを考慮し、基本的にサイディング

       表面よりサッシ枠がでる外付けまたは半外付けタイプを使用します。

       内付けタイプを使用する場合は、額縁や見切縁などを取り付け防水上適切に施工

       してください。適切でない場合、モエンの裏側に水がまわりやすく、雨漏り、凍害など

　　　の原因になります。

　 ●サッシ枠から落ちた雨水がモエン表面を伝い、汚れ、モエンの機能低下をまねくおそ

　　　れがあります。サッシ下枠の出はモエン表面より３０㎜以上あるものを選定してくださ

　　　い。サッシの出が３０㎜以上確保できない場合は水切などを取り付け、出幅を確保し

　　　てください。

　７）　開口部　サッシの選定

30以上

鋼板捨て張り

１－２３　各部の基本納まり図




